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■ 実務シリーズ４・

単 行 本 の 整 理

Ⅲ．目

１．目録とは

目録とは、図書館が所蔵する資料の利用、

すなわち検索のためのツールとなるものです。

目録の形態には通常、カード目録、冊子目録

がありますが、最近ではさまざまなニューメ

ディアの発達により、その形態も多様化して

きました。たとえば、蔵書をコンピュータ管

理することにより、コンピュータに入力した

書誌データからの検索やカード目録・冊子目

録の作成が可能となり、目録業務の合理化、

検索の効率化が図れるようになりました。

目録の記録媒体メディアをカード目録とす

るかコンピュータ目録とするかによって目録

作業は異なりますが、目録の役割やその記載

内容、また図書の情報源などについて理解し

ていなければ効果的な目録作成はできません。

ぞこで本稿では目録の基本であるカード目録

をベースに目録業務について説明し、コン

ピュータ時代を迎えた今日、病院図書室にお

ける目録の将来についても考えてみたいと思

います。

目録には次の機能があります。

①特定の著書、書名、主題が正確にわかって

いる場合に、その所蔵の有無と所在がわか

る。

②ある特定の著者の著作、特定主題の著作、

特定種類の著作がわかる。

③特定の図書の版次など書誌がわかり、資料
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の識別に役立つ。

以上の目的にかなった検索ができるように、

目録には検索の手がかりとなる標目が設定さ

れています。

２．目録記入（略 記入）

図１－１は和書、図１－２は洋書の目録記

入の構成要素と記入位置を示したものです。

カード目録では１枚の目録カードが目録記入

になります。

①標目（ｈｅａｄｉｎｇ，ａｃｃｅｓｓｐｏｉｎｔ）

検索の手がかりとなる見出し語で各記入の

冒頭に記載されます。標目には書名、著者

名、件名、分類があります。

②書誌的記録（ｂｉｂｌｉｏｇｒａｐｈｉｃｒｅｃｏｒｄ）

記入における標目以外の記録部分です。コ

ンピュータ目録においてはこの「書誌的記

録」がカード目録の「記入」に相当します。

Ｄ 記述（ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）

書名、巻次、副書名、著者名、出版関

係事項、形態事項（ページ数、大きさ）、

注記、資料の標準番号（ＩＳＢＮ）など

２）所在記号＝請求記号（ｃａｌｌｎｕｍｂｅｒ）

その資料の排架位置を示す記号。

３）その他の事項

ｉ 標目指示、トレージンク（ｔｒａｃｉｎｇ）＊

ｉｉ 事務的事項など

記録すべき書誌的事項はそれぞれの図書室

の規模、特徴、あるいは記録媒体などによっ

て異なりますが、必須の事項としては①書名

（副書名、巻次）、②最初の著者名、③版表

示、④出版者・出版年、⑤ページ数・大きさ、
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図１ －１ ．記 入 の 構成 要 素 と記 入 位 置（ 和 書 ）

Ｃａｌｌ

Ｎｕａｂｅｒ

病 院図 書室 Ｖｏｌ．１５ Ｎｏ．ｌ，１９９５

Ｔ

。－

一

記述

標目指示コ

（トレージンｒ ）

Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ ゴ 秘 レｉ ｎ ｔ づ

Ｔ ｉ ｔ ｌ
ｅ

士 ぐ Ｓ
ｕ

ｂ
ｔ ｉ ｔ ｉ ｅ

！ ／
宍 乱

：
ｔ ｈ

ｏ ｒ
＞

ｓ
ｔ

ａ

ｔ

ｅ
：
ｓ ｅ ｎ ｔ

√ 十 丿

印 血 ：↓ ｙ ｌ） ］ 十 万 Ｆ ｌ
ａ ｗ

Ｄ ａ ｔ ｅ

．

Ｉ・ ．’．’■’ ． ． ａＪ ・・ｓｊ・ ．’ふＩΦΓ－●●－’ ・●Ｉ－●－・．Ｉ－ ●’●・“ ｀ ●ｗ 。．ψψ ．ｊＡｌｊ￥ ．Ｑ≒亀・．Ｋ ≒■・≒ａ．り呪￥ ．・ ．ａｊ．－．Ｉ♂ ．り ●“－－－“ ●●．Ｉ －Ｉ－Ｉ－．・ ．`．“Ｉ・．・ ．・・・・ ・・・．・ ・．６ｙ ．`．Ｉ．・－・` ’－・－ ” －－’－１７●’・’Ｊ －？ ．“ ●●－－．“．・．－・－．？ ●－・●● －－．●‥・－・－Ｉ・．－．－・・
Ｋ

ｕ ｍ
ｂ

ｅ ｒ ；
万
ｏ

ｆ

，

ｐ ａ ｇ ｅ ｓ ； ］
Ｓ ｉ

ｚ ｅ 卜 丿ト
（ Ｓ

ｅ ｒ

ｉ

ｅ ｓ ｎ ａ ａ ｅ 万 ａ ｒ

ｎ ｕ ｍ
ｂ

ｅ ｒ
）

Ｎ ｏ ｔ ｅ

．

Ｉ Ｓ Ｂ Ｎ

ご 言謡 昌ここに 謡 ノ臨 之ツ

①ノｃａｌｌ－ｉｉｉｉｓｂｅｒ ○

図１ －２ ．記 入 の 構成 要 素 と記 入 位 置（ 洋 書 ）

⑥叢書名があげられます。

東京に出版社が集中している日本では、出

版地が東京の場合省略することもあります。

また人文・社会科学系の図書に比べ、自然科

学系の図書は、出版年が大きな判断材料にな

り重要です。

記述の情報源となるものには①標題紙、②

奥付・背・表紙、③前とびら・標題紙裏、④

ブックカバー・ブックケースなどかおります

が、特に奥付にはその図書に関する詳細な情
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報が記載されています。

洋書には、ＣＩＰ（ｃａｔａｌｏｇｉｎｇｉｎｐｕｂｌｉｃａ－

ｉｔｉｏｎ）データが表題紙裏に印刷され、目録

作成の参考になる書誌的情報を印刷していま

す。ＣＩＰは米国議会図書館（ＬＯ が、目録作

成にかかる費用を安くし、図書をより早く閲

覧者に提供するために出版者の協力を得て計

画されたものです。ゲラ刷りなどで目録情報

を作成しますので、通常、出版時に変更され

やすい出版年や形態の記述は除かれています。
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⑤

① 標題（標目）

② 注記

③ 国際標準図書記号（ＩＳＢＮ）

④ 副出（ＬＣ件名，編者，シリーズ名等）

⑤ Ｍｅｄｉｃａｌ ＳｕｂｊｅｃｔＨｅａｄｉｎｇｓ（ＭｅＳＨ）

⑥ 米国国立医学図書館分類記号（ＮＬＭＣ）

⑦ 米国議会図書館分類記号（ＬＣ）

⑧ デューイ十進分類記号（ＤＣ）

－

⑥

９４－２５１０９

ＣＩＰ

図２ ＣＩＰデータ

⑨ ＤｏｎｅｂｙｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ

近代になって書誌情報流通の恒常化、広域

化がすすみ目録規則にも国際的な統一が行わ

れるようになりました。さらにコンピュータ

の普及が目録にもたらした影響は大きく、今

日では多数の図書館がオンラインで接続され、

共同で目録を利用する目録のネットワーク時

代に入っています。

例えば記述に関する国際原則であるＩＳＢＤ

（国際標準書誌記述）の記述法は、ＭＡＲＣ（後述）

を想定したものです。また、各々の図書に付

与されているＩＳＢＤ（国際標準書誌記述）は、記

号化することにより国際的に通用し、コンピュ

ータの書誌コントロールにも有用なため、デー

タの一部として記述されるようになりました。

日本の目録規則も国際目録原則を取り入れ

ながら時代の変化に応じ改版を重ねてきまし

た。現在は日本目録規則（ＮＣＲ）１９８７年版

（日本図書館協会編）が出版されています。

－ ５８－

また、実際に出版された図書の表示とＣＩＰ

データが異なることがありますので注意が必

要です。図２はＣＩＰデータの１例です。

＊トレージンク：１冊の図書について何種類

の目録カードを作成したかを示すもので、図

書を除籍した場合には、目録中の当該図書に

ついてのすべてのカードを除去する手がかり

となります。従って１種類しかカードを作成

しない場合は必要ありません。

３．目録規則

個々の図書の記入が不統一であると、目録

を検索するさいに混乱を招くことになり、目

録の役割を果たさないことになります。目録

を作成するためには、その作成のための基準

が必要です。この基準が条文などの文章にま

とめられたものが目録規則です。



４。目録作業

ある図書に対してその特徴を示す記述は一

つであるのに対し、検索の見出しとなる標目

は複数つくることができます。その複数の標

目の中から、どれか一つを代表として特別扱

いにするのが、基本記入方式と呼ばれるもの

です。ＮＣＲ１９６５年版や今日でも英米目録規則

第２版（ＡＡＣＲ２，１９７８）ではこの基本記入方

式を採用しています。

一方、標目はすべて対等でありどれが大事

といえないとするのがＮＣＲ１９８７年版の採用す

る非基本記入の方式「記述ユニット方式」で

す。

記述ユニットカード方式とは、基本記入の

カードを一枚作れば後はこれを複製して、そ

れに標目だけを付ける方法です。

最初に標目を選定しなければならない基本

記入方式に比べ、記述ユニットカード方式は

実務上も簡便にしました。

５．目録の種類

目録カードの種類には、同種の標目のみで

編成された書名目録、著者目録、分類目録、

件名目録があります。各目録の特徴は次の通

りです。

書名目録：特定の図書を書名から検索する

ための目録です。書名についての記入を音順

（五十音順またはアルファベット順）に排列

したものです。

著者目録：特定の図書を著者名から検索す

るための目録で、著者名についての記入を音

順に排列したものです。

件名目録：図書を主題から検索するための

目録です。個々の図書の主題を表した見出語、

すなわち件名（Ｓｕｂｊｅｃｔ）を音順に排列した

もので、件名の統一を図るために件名標目表

＊＊を用います。件名目録では、利用者の求め

ている主題へ導くための件名参照＊＊＊が使わ

れます。

分類目録：件名と同様、図書を主題から検

索するための目録で、個々の図書に付けられ
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た分類記号順に排列したものです。利用者の

ために分類上の記号を調べるための分類表が

必要です。

いずれの目録カードも、基本カードのほか

に必要に応じて複数のカードを作成すること

ができます。例えば、副書名、叢書名、シ

リーズなど（書名目録）、共著者、編者、訳

者など（著者目録）、副数の主題あるいは複

合主題を扱う図書に対して複数の件名（件数

目録）、件名目録と同じように複数の分類記

号（分類目録）があります。

以上の個別型目録に対して著者、書名、件

名の標目の記入を一括して音順に排列編成し

た辞書体目録かおりますが、ＮＣＲ１９８７年版で

は個別型目録を原則としています。

ところで、カード目録の場合物理的な制約

もあり、実際に引かれることがあるかわから

ないカードを複数枚数作成することには問題

があります。その点コンピュータ目録は、む

しろ多くの書誌データを入力しておくほど、

コンピュータの高速機能によりさまざまな検

索が効果的に行えるという利点をもっていま

す。

病院図書室は人出が少ないため、手間のか

かる目録作業の合理化が求められます。カー

ドの種類、記載内容の精粗については最初に

決定されなければなりませんが、蔵書数も少

なく、利用者も限られている病院図書室に

とって、大学や公共図書館のような多種類の

目録カード作成や詳細な目録記述の必要はな

いと思います。また後述しますが、オンライ

ンによる目録サービスが広範囲に実現するよ

うになれば、病院図書室もその恩恵を受け、

目録作成の労力から開放される時が来るであ

ろうことが期待されます。

次に参考までにＮＣＲ１９８７年版に基づいて作

成した記述ユニットカード方式の記載例を示

します（図３－に ３－２）。

目録法についての詳細は最後に資料をあげ

ておきましたので参考にしてください。

５９－
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図３－１．記述ユニットカード方式（和書 著者目録）

トレージンクからこの本については，書名目録，著者目録（Ｌｅｅ，ＲｏｎａｌｄＲ．，Ｍａｒｔｉｎ

Ｃｏｌｂｖの２種類），件名目録，分類目録の５種類を作成していることが分かる。
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図３－２．記述ユニットカード方式（洋書 書名目録）
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ＢａｒｒｙＨ．の２種類）．件名目録，分類目録の５種類を作成していることが分かる。
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＊＊件名標目表：ある概念を示す言葉は一

つとは限りません。同義語や類縁語がありま

す。一つの概念に対してそれを代表するただ

一つの言葉を定めたもの（統制語）を表にし

たものです。主な件名標目表には、基本件名

標目表（日本図書館協会編）、Ｍｅｄｉｃａｌ Ｓｕｂｊｅｃｔ

Ｈｅａｄｉｎｇｓ：ＭｅＳＨ （Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｌｉｂｒａｒｙｏｆ

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ）などがあります。

＊＊＊件名参照：件名標目表を 使って、利用

者が求めている主題へ導くものです。 「を見

よ参照（”ｓｅｅ”ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）」、「を も見よ参

照（”ｓｅｅａｌｓｏ”ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）」があります。

６．目録の排列

ＮＣＲ１９８７年版は和書を対象としているため、

分類目録を除いて、カタカナで表記された標

目の五十音順としています。和書の標目の表

し方には、かな、カタカナ、ローマ字があり

ますが、目録の種類や和書・洋書を別々に排

列するか。、混排するかによってどの表記を採

用するか検討しなければなりません。

またロ ーマ字で表す場合には、ヘボン式に

するか訓令式にするか、外来語のつづりは原

綴を用いるか、ロ ーマ字読みにするかを 統一

しておく必要があります。病院図書室におけ

る和書・洋書の構成比および蔵書数を考える

と、 カードの排列は、和洋混排によるロ ーマ

字表記が適しているように思います。

ところで、和書の標目をかな、ローマ字で

表記する場合、どこで区切るか、分かち書き

が問 題にな って きます。 すなわち字順排列

（ｌｅｔｔｅｒ ｔｏｌｅｔｔｅｒ）か語順排列（ｗｏｒｄｔｏ

ｗｏｒｄ）を決めなければなりません。

７．目録 一書誌情報サービス

コンピュータの発達は、図書館界にも大き

な変革を もたらしました。図書館で受け入れ

る資料を単独で整理し目録作成していた時代

から、他館と共同して目録を作成・利用する

時代へと変化してきました。そしてこのよう

な書誌情報の流通は、総合目録、印刷カード、

全国書誌、ＭＡＲＣ（後述）などの形で行われる

－６２

ようになり、今日では、書誌ユーティリティ

（ｂｉｂｌｉｏｇｒａｐｈｉｃｕｔｉｌｉｔｙ、略ＢＵ）と呼ばれ

る書誌情報データベースの流通を第一の目的

とする事業体が出現しています。

全国書誌とは国内で発行された著作の一覧

で、網羅的に記録を集めたものです。国立国

会図書館は、納本制度に基づいて収集した全

国の出版物を集録した蔵書目録を刊行してき

ましたが、１９８１年からこれらの内容を磁気

テープ化したＪＡＰＡＮ／ＭＡＲＣテープを頒布するよ

うになりました。

印刷カードは目録集中作業による目録の標

準化と個々の図書館の省力化を進める目的で、

アメリカのＬＣで頒布されたのが始まりです。

しかし、１９６９年からＭＡＲＣテープの形でＬＣの目

録情報が利用できるようになり、印刷カード

の利用は減少しています。

わが国では１９５０年に国立国会図書館が印刷

カードを頒布し始めました。その後、前述の

ように全国書誌の目録情報をコンピュータ化

することにより、現在はＪＡＰＡＮ／ＭＡＲＣを利用し

て作成されています。

その他の印刷カードには日本図書館協会や

大手の書籍取次業者のカードがあります。い

ずれもそれぞれが作成するＭＡＲＣから打ち出さ

れたものです。しかし印刷カードはわが国で

も、現在はＭＡＲＣの普及により重視されなく

なってきています。

なお印刷カードはユニットカードとして用

います。

８．ニューメディアとＭＡＲＣ

ＭＡＲＣ

コンピュータ可読の目録記入をＭＡＲＣレコー

ドといいます。ＭＡＲＣとはＭＡｃｈｉｎｅＲｅａｄａｂｌｅ

Ｃａｔｌｏｇｉｎｇ（機械可読目録）の略です。目録

記入をＭＡＲＣ化することによって、図書館業務、

相互協力ネットワークに大きな変化が生じる

ようになりました。目録記入と同様にＭＡＲＣで

は一つの資料に対して一つの記録、すなわち

ＭＡＲＣレコードを作りますが、この記録を書誌

レコードと呼んでいます。
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看護論 看護実践 における基本概念 オ
レ ム［著］ 小野寺杜紀 訳 第２版
東京 医学書院 １９８８．９
３８６ｐ ２１ｃｉｎ
Ｎｕｒｓｉｎｇ． ３ｒｄｅｄ．の翻 訳
各章末： 引用・ 参考文献 文献：Ｐ３７５～
３７８
ＩＳＢＮ：４－２６０－３４７８５－３
１．カンゴロン ａｌ．Ｏｒｅｒａ，）ｏｒｏｔｈｅａＥｌｉｚａｂｅｔ
ｈ． ａ２．オノデラ，トキ ＳＩ．看護学 （１）ＳＣ８４１
（Ｎ）４９２．９

０
３２００円

ＪＰ８９－２４１９９

図４．Ｊ－ＢＩＳＣ図書カード形式の画面からプリント・アウトした目録カード

米国議会図書館のＬＣＭＡＲＣ、英国の全国書

誌ＭＡＲＣのＵＫＭＡＲＣ、わが国では国立国会図書

館が編纂するＪＡＰＡＮ／ＭＡＲＣが代表的なＭＡＲＣです。

その他には大手書店や書籍取次会社の市販Ｍ

ＡＲＣである、日販ＭＡＲＣ、ＴＲＣＭＡＲＣ、大阪屋ＭＡ

ＲＣがあります。

パーソナルコンピュータの普及とＣＤ－ＲＯＭの

実現により、ＭＡＲＣのＣＤ－ＲＯＭ版が利用できるよ

うになりました。国立国会図書館と日本図書

館協会が協力してＪ－ＢＩＳＣ（Ｊａｐａｎ ＭＡＲＣｏｎ

Ｄｉｓｃ）、Ｎ－ＢＩＳＣ（ＮｉｐｐａｎＭＡＲＣｏｎＤｉｓｃ）とよ

ばれるＪＡＰＡＮ／ＭＡＲＣ検索システムを開発し、

１９８８年からサービスを開始しています。１９６９

年から最新までの図書情報を集録しており、

カレント版、固定版、遡及版があります。

パーソナルコンピュータで目録作業にも運用

でき、目録カードの印刷もできます（ただし

タイムラグがあることに注意）。ＣＤ－ＲＯＭ化さ

れたデータベースの利用システムは利用時間

に制約されることなく、必要なときに利用で

きる利点があります。図４はＪ－ＢＩＳＣからプリ

ントアウトした目録カードです。

ＢＵ

年々増加する図書運営コストを削減するた

めに、図書館相互協力によって効果をあげる

ことを 目的に、１９７０年代 、アメリカで書誌

ユーティリティ（ＢＵ）とよばれる事業体が発

足しました。ＢＵの機能は、共有のデータベー

スにオンライン接続することにより、目録作

業、相互貸借、レフ ァレンスなどに利用でき

ることです。ＭＡＲＣを中心とした膨大な図書館

の書誌情報データベ ースを持ち、それぞれの

図書館からオンライン接続がで き、それらの

図書館が共同して作成した目録情報ファイル

を維持しています。主なＢＵにはＯＣＬＣ（１９７１）

ＵＴＬＡＳ（１９７３）、ＷＬＮ（１９７７）、ＲＬＩＮ（１９７８）

以上 アメリカ、ＢＬＡＩＳＥ（１９７８） イギリス、

ＮＡＣＳＩＳ（１９８７）日本があります。

ＮＡＣＳＩＳ（Ｎａｔｉｏｎａｌ ＡｃａｄｅｍｉｃＣｅｎｔｅｒｆｏｒ

ＳｃｉｅｎｃｅＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍｓ）は１９８５年文

部 省の もとに活動を開 始した学術情報セ ン

ターが、大学を中心とした学術情報 システム

の核として１９８７年に発足したＢＵです。病院図

書室のＮＡＣＳＩＳの利用 は、まだＪＩＣＳＴを介して

目録所在情報の検索だけです。しかし長期的

にみると、図書館業務の省力化を目指して開

発維持されてきたＢＵへの直接アクセスが、将

来、病院図書室 、そしてさ らに個 人エ ンド

ユーザーにも可能になる時が来ると予測され

ます。先に「目録作業の労力から開放される

時 」と述べたのはこのことです。

６３－
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９。コンピュータと目録

以上述べてきたように、現在目録は過渡期

にあるといえます。図書管理をコンピュータ

で行う場合も、自館で開発したソフトウェア

を使う図書室、あるいは市販のソフトウェア

パッケージを使う図書室があるでしょう。ソ

フトウェアパッケージの中には海外のデータ

ベースや各種ＭＡＲＣともオンラインできるシス

テムを備えているものもあります。

コンピュータ目録の特徴には、①論理積、

論理和、論理差を使って検索することができ

る。②標目に指定しないものも検索語となり、

一つのレコードからさまざまな出力形が選べ

る。③漢字、ひらがな、カタカナ、英・数字

いずれでも検索でき、和書・洋書を同一の

データで管理できる。④書誌レコード自体が

組織的に排列され並んでいる必要はない、など

カード目録に比べ多くの長所をもっています。

特に小規模図書館では、将来、カード目録

が廃止され、パソコンや端末機から図書の検

索を行うカードレスヘと移り変わっていくも

６４－

のと思われます．

目録はその図書室が存続するかぎり完結す

ることはありません．目録の歴史の変遷とと

もに目録法も変化し，目録の形態も冊子，

カード，ニューメディアへと発展してきまし

た．病院図書室においても今後の目録の動向

に目が離せない時を迎えているといえます．

参考資料

１レ図書館ハンドブック 第５版．日本図書

館協会，東京，１９９０．

２．丸山昭二郎編：講座 図書館の理論と実

際 第３巻 目録法と書誌情報．雄山閣，

東京，１９９３．

３．丸山昭二郎編：図書館員選書６ 洋書目

録法人門 つくり方編．日本図書館協会，

東京，１９８６．

４．丸山昭二郎編：図書館員選書７ 洋書目

録法入門 マニュアル編．日本図書館協

会，東京，１９８８．

５．日本目録規則１９８７年版．日本図書館

協会，東京，１９８７．




